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令和３年９月２２日 

 

福津市議会 

議長  江 上 隆 行 様 

 

総務文教委員会 

委員長 蒲 生  守 

 

総務文教委員会審査報告書 

 

令和３年第４回福津市議会定例会において、本委員会に付託を受けておりました事件に

ついての審査結果を、会議規則第１１０条の規定により次のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１．審査経過 

付託年月日   令和３年８月３１日 

審査年月日   令和３年９月９日 

 

２．出 席 者 

委 員  蒲生委員長、秦副委員長、福井委員、田中委員、榎本委員、米山委員 

 

執行部  本夛総務部長、水上教育部長、花田総務課長、石井まちづくり推進室長、

吉﨑財政調整課長、赤間郷育推進課長、向井まちづくり推進室郷づくり

支援係長、山本財政調整課行革推進係長、岩佐郷育推進課公民館係長 

 

◎議案第35号 福津市部設置条例を改正することについて 

（１）審査内容 

主な質疑及び答弁 

（質疑）人員の配置や引継ぎは適切に行われるか。 

（答弁）地域振興部所管の農林水産振興係と、建設課所管の農林水産施設整備係が、新

しい課に移管する形になるので、人員配置はそのまま移管する形となる。引継ぎ

に関しても同様に、適切な引継ぎを行う。 

（質疑）観光事業とリンクさせると述べられたが具体的にどうするのか。 

（答弁）農業と漁業産品を経済のほうに生かしていく６次産業化を想定している。 

（２）主な意見 

なし 
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（３）審査結果 

本委員会では、全員賛成により原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

◎議案第36号 福津市立学校の施設の開放に関する条例等を改正することについて 

（１）審査内容 

主な質疑及び答弁 

（質疑）今回利用料改定になった経緯は。 

（答弁）第１次行財政改革大綱のときから使用料においては、利用される方と利用され

ない方の公平性を行政内で議論してきた。施設使用料の基準の整理が出来たので

その基準に従い条例改正を求めた。 

（質疑）体育施設や公民館等の利用者および利用団体にヒアリングしたのか。 

（答弁）事前の説明およびヒアリング等は実施していない。 

（質疑）施設の利用率や利用者数を把握し、これまで施設利用率向上の努力をしたのか。 

（答弁）施設によって利用状況が違うので差はあるが、稼働率を見る限りは中央公民館

や複合文化センターは、ホール等の稼働率が上がっていない、PR不足と考えてい

る。 

（質疑）宮司コミュニティセンターで一部施設が利用料値上げとなるが、利用者に趣旨

説明をしたのか。 

（答弁）指定管理者には概要をお知らせしたが、利用者にはお知らせしていない。 

（２）主な意見 

反対：施設利用料の改定根拠は理解できるが、市民への確認がなかった点や利用者

数、利用状況の把握、改定に至る経緯が非常に不明瞭かつ不十分であること

から反対である。              

賛成：なし 

（３）審査結果 

本委員会では、賛成なしにより原案を否決すべきものと決定した。 


